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◇
出
会
い
の
場
創
出
事
業
に

つ
い
て

【
質
問
】
21
年
度
事
業
に
出
会

い
の
場
創
出
事
業
と
あ
る
が
、

ど
の
様
な
取
り
組
み
を
し
、
ま

た
予
算
は
ど
の
位
か
。

【
市
長
】
市
内
に
は
、
25
歳
～

40
歳
未
満
の
独
身
男
女
が
約

１
７
０
０
人
い
る
。
率
に
す
る

と
45
％
で
２
人
に
１
人
は
独
身

と
い
う
現
状
。
そ
こ
で
若
者
が

気
軽
に
交
流
出
来
る
出
会
い
の

場
創
出
事
業
の
準
備
会
を
立
ち

上
げ
、
21
年
度
当
初
予
算
は

38
万
６
千
円
で
、
主
に
研
究
・

視
察
の
費
用
で
す
。

◇
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

【
質
問
】
長
期
的
・
継
続
的
な

取
組
を
普
段
か
ら
し
て
ゆ
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
檻
の
購

入
、
制
作
費
の
支
援
・
捕
獲

し
た
ら
「
一
頭
に
付
き
い
く
ら
」

と
言
う
よ
う
な
支
援
が
で
き
な

い
か
。

【
部
長
】
平
成
18
年
度
か
ら
飯

山
市
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
平
時
か
ら
計
画

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
成
果

が
出
な
い
。
ま
た
、
20
年
か
ら

予
算
を
40
万
円
で
猟
友
会
の
補

助
、
餌
代
の
補
助
に
充
て
て
い

る
。

◇
遊
休
農
地
対
策
に
つ
い
て

【
質
問
】
昨
年
Ｊ
Ａ
で
菜
種
を

栽
培
し
、
油
を
搾
り
販
売
し
て

い
る
と
聞
く
。
交
配
の
懸
念
が

あ
り
、
菜
種
に
は
問
題
あ
り
と

し
た
こ
と
は
解
決
し
た
の
か
。

【
部
長
】
Ｊ
Ａ
の
菜
種
は
、
岡

山
の
温
井
地
籍
で
45
ａ
を
作
付

け
し
た
。
開
花
時
期
を
ず
ら
し

菜
の
花
公
園
と
距
離
も
遠
い
た

め
、
昨
年
は
問
題
無
か
っ
た
が
、

風
や
虫
等
の
問
題
も
あ
り
、
慎

重
に
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

◇
福
祉
タ
ク
シ
ー
へ
の
行
政

支
援
に
つ
い
て

【
質
問
】
寝
た
き
り
や
障
害
者
、

特
に
療
養
後
の
退
院
時
な
ど

自
宅
へ
の
移
動
手
段
が
無
く
て

困
っ
て
い
る
。
行
政
の
支
援
で

寝
た
き
り
で
も
移
動
で
き
る
福

祉
タ
ク
シ
ー
の
環
境
整
備
が
で

き
な
い
か
。

【
部
長
】
現
在
、
車
イ
ス
や
寝

た
き
り
で
も
移
動
で
き
る
ワ
ン

ボ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
の
車
が
３
台

社
協
に
あ
る
。
事
前
に
連
絡
が

あ
れ
ば
対
応
出
来
る
。
利
用
料

は
無
料
だ
が
、
運
転
手
、
燃
料

代
は
利
用
の
者
負
担
に
な
る
。

【
市
長
】
車
の
事
な
の
で
中
古

車
で
も
購
入
し
、
運
転
手
に
つ

い
て
は
社
協
又
は
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
転
手
等
含
め
て
検
討
し

て
み
る
。

　

総
務
委
員
会

　

3
月
12
日
、
13
日
、
16
日
に

お
い
て
、
各
委
員
会
に
て
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
審
査

　

産
業
建
設
委
員
会

　

社
会
文
教
委
員
会

　
請
願
・
陳
情

　

産
業
建
設
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
議
案
は
、
平
成
21
年

度
飯
山
市
一
般
会
計
予
算
案
の

関
係
部
分
１
件
、
特
別
会
計
予

算
案
５
件
、
平
成
20
年
度
飯
山

市
一
般
会
計
補
正
予
算
案
の
関

係
部
分
１
件
、
特
別
会
計
補
正

予
算
案
５
件
、
条
例
案
６
件
、

事
件
案
５
件
の
計
23
件
で
し

た
。

平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算
案

に
つ
い
て
、
経
済
部
関
係
で
は
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
事

業
、
協
働
の
む
ら
づ
く
り
事
業
、

海
外
誘
客
推
進
事
業
、
企
業
誘

致
対
策
事
業
等
に
つ
い
て
、
ま

た
、
建
設
水
道
部
関
係
で
は
、

協
働
の
み
ち
づ
く
り
事
業
、
散

水
消
雪
・
無
散
水
融
雪
施
設
整

備
事
業
、
新
幹
線
駅
周
辺
整
備

関
連
の
事
業
等
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
討
論
・
採
決
の
結
果

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
中
で
、
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
い
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
度
で
終
了
と
の
こ
と

だ
が
、
中
山
間
地
域
の
耕
作
放

棄
の
防
止
に
効
果
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
事
業
の
継
続

を
国
へ
要
望
さ
れ
た
い
等
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
補
正
予
算
案
関

係
、
条
例
案
、
事
件
案
等
に
つ

い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
課
よ

り
説
明
を
受
け
、
討
論
・
採
決

の
結
果
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
「
汚
染
米
」
事
件
の
全

容
解
明
と
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス

米
輸
入
中
止
を
求
め
る
請
願
書

の
審
査
に
お
い
て
は
、
請
願
趣

旨
に
つ
い
て
は
一
部
賛
同
で
き

る
が
、
請
願
事
項
に
つ
い
て
は
、

現
実
的
で
な
い
も
の
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
部
採

択
と
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

主
な
意
見
と
し
て
は
、
米
価
維

持
の
た
め
減
反
を
行
っ
て
い
る
。

「
汚
染
米
」
事
件
の
全
容
解
明

と
事
故
米
の
輸
入
を
チ
ェ
ッ
ク

で
き
る
検
査
及
び
管
理
体
制
を

◆
請
願
１
号

「
汚
染
米
」
事
件
の
全
容
解
明

と
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
輸
入

中
止
を
求
め
る
請
願

飯
水
岳
北
農
民
組
合　

組
合

長　

出
沢　

尤
治
郎 

　

　
《
一
部
採
択
》 

◆
陳
情
１
号

飯
山
市
の
都
市
計
画
区
域
に
賦

課
さ
れ
て
お
り
ま
す
都
市
計
画

税
の
廃
止
を
求
め
る
陳
情

飯
山
地
区
区
長
会
長
丸
山
一
之

　
　
〃　

副
会
長  

金
井
芳
久

　
　
〃　

副
会
長  

清
水
勅
夫

秋
津
地
区
北
畑
区
長

　
　
　
　
　
　
　

 

坪
根
繁
喜

　
《
不
採
択
》

◆
陳
情
２
号

「『
協
同
出
資
・
協
同
経
営
で
働

く
協
同
組
合
法
』(

仮
称)

の

速
や
か
な
る
制
定
を
求
め
る
意

見
書
」
採
択
を
求
め
る
陳
情

協
同
労
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
が

の
代
表　

青
木　

健

　
《
採
択
》

◆
陳
情
３
号

「
物
価
上
昇
に
見
合
う
年
金
引

き
上
げ
に
つ
い
て
」
の
意
見
書

採
択
の
陳
情 

全
日
本
年
金
者
組
合
長
野
県

飯
水
岳
北
支
部
執
行
委
員
長

　

渡
辺　

博

　
《
不
採
択
》

◆
陳
情
４
号

寡
雪
に
よ
る
緊
急
経
済
対
策
に

つ
い
て
の
陳
情

飯
山
市
建
設
業
協
会

会
長　
坂
東
峯
一

　
《
採
択
》

◆
陳
情
５
号

介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的
改
善

を
求
め
る
陳
情

長
野
県
社
会
保
障
推
進
協
議

会
代
表
委
員
熊
谷
嘉
隆
他
５
名

　
《
不
採
択
》

◆
陳
情
６
号

所
得
割
重
視
の
国
保
税(

料)

を
求
め
る
陳
情

長
野
県
社
会
保
障
推
進
協
議

会
代
表
委
員
熊
谷
嘉
隆
他
５
名

　
《
不
採
択
》

◆
陳
情
７
号

介
護
保
険
料
を
所
得
比
例
中
心

に
変
更
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳

情長
野
県
社
会
保
障
推
進
協
議

会
代
表
委
員
熊
谷
嘉
隆
他
５
名

　
《
不
採
択
》

◆
平
成
20
年
陳
情
10
号

共
済
法
制
定
を
求
め
る
陳
情

互
助
共
済
を
守
る
長
野
県
懇
話

会　

会
長　

関　

昌
憲

　
《
採
択
》

　

社
会
文
教
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
議
案
は
、
21
年
度
一

般
会
計
予
算
案
の
関
係
部
分
及

び
特
別
会
計
予
算
案
６
件
、
20

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
の

関
係
部
分
及
び
特
別
会
計
補
正

予
算
案
５
件
、
条
例
案
４
件
、

事
件
案
５
件
、
陳
情
４
件
の
計

26
件
で
し
た
。

審
査
結
果
は
、
21
年
度
一
般
会

計
予
算
案
の
関
係
部
分
と
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

案
、
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

案
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算
案
、
20
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
案

は
賛
成
多
数
で
、
そ
の
他
の
議

案
は
原
案
の
と
お
り
全
員
一
致

で
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

陳
情
４
件
に
つ
い
て
は
そ
れ

ぞ
れ
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
決

し
ま
し
た
。

　

審
査
の
中
で
は
、
公
民
館
事

業
は
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
重

要
な
部
分
で
、
地
区
館
主
事
は

地
域
の
要
と
な
る
。
そ
の
部
分

の
人
事
の
重
要
性
を
考
え
、
社

会
教
育
主
事
の
資
格
を
持
っ
た

人
を
配
置
し
、
そ
の
役
割
に
つ

い
て
研
修
な
ど
に
力
を
入
れ
、

地
域
活
動
が
活
発
に
な
る
よ

う
対
応
し
て
欲
し
い
な
ど
の
意

見
、
新
規
で
行
わ
れ
る
出
会
い

の
場
創
出
事
業
に
教
育
委
員
会

も
関
わ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う

か
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

陳
情
に
つ
い
て
は
、
陳
情
第
３

号
は
、
年
金
に
つ
い
て
は
ス
ラ

イ
ド
方
式
を
と
っ
て
い
る
が
、

過
去
の
物
価
マ
イ
ナ
ス
時
に
お

い
て
年
金
は
下
げ
て
お
ら
ず
、

物
価
が
上
が
っ
た
時
に
だ
け
引

き
上
げ
と
い
う
の
は
い
か
が
な

も
の
か
な
ど
の
意
見
、
陳
情
第

５
号
は
、
今
回
、
国
の
制
度
が

改
正
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め

な
ど
の
意
見
、
陳
情
第
６
号
、

第
７
号
は
、
国
保
運
営
の
公
平

を
考
え
れ
ば
資
産
に
も
そ
れ
な

り
の
負
担
を
か
け
て
運
営
を
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
な
ど

の
意
見
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
賛

成
少
数
で
不
採
択
と
決
し
ま
し

た
。

　

総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
は
、
平
成
21
年
度

一
般
会
計
予
算
の
関
係
部
分
を

は
じ
め
、
平
成
21
年
度
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
事
業
特
別
会
計
予
算

案
、
平
成
20
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
案
の
関
係
部
分
、
平
成

20
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

案
１
件
、
条
例
案
２
件
、
事
件

案
１
件
の
計
７
議
案
で
し
た
。

審
査
結
果
は
、
全
議
案
と
も
全

員
一
致
で
、
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

　

陳
情
第
１
号
の
「
飯
山
市
の

都
市
計
画
区
域
に
賦
課
さ
れ
て

お
り
ま
す
都
市
計
画
税
の
廃
止

を
求
め
る
陳
情
」
は
全
員
一
致

で
、
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
こ
の
件
に
お
け

る
総
務
委
員
会
の
審
査
に
お
き

ま
し
て
は
、
陳
情
者
の
願
意
を

真
剣
に
受
け
止
め
る
べ
く
慎
重

に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
と
り

わ
け
都
市
計
画
区
域
内
は
特
別

に
税
の
負
担
が
あ
り
、
そ
の
一

方
で
、
都
市
機
能
の
不
足
を
感

じ
、
都
市
の
利
便
性
の
実
感
も

な
く
、
都
市
計
画
税
の
負
担
に

不
公
平
感
を
感
じ
て
い
る
市
民

の
皆
さ
ん
の
心
情
は
理
解
で
き

る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
都
市
計

画
税
廃
止
に
は
賛
同
で
き
か
ね

る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
飯
山
市
に
お
い
て
は
、

今
後
新
幹
線
駅
周
辺
整
備
事

業
、
土
地
利
用
計
画
な
ど
様
々

な
課
題
が
あ
り
、
施
策
の
推
進

に
当
た
っ
て
は
不
公
平
感
を
解

消
で
き
る
よ
う
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
理
解
を
得
る
よ
う
一
層

の
努
力
を
求
め
る
と
の
、
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

陳
情
第
２
号｢

協
同
出
資
・

協
同
経
営
で
働
く
協
同
組
合
法

｣

（
仮
称
）
の
速
や
か
な
る
制

定
に
つ
い
て
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
書
」
に
関
す
る
審

査
は
、
全
員
一
致
で
採
択
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
陳
情
第
10
号
「
共

済
法
制
定
を
求
め
る
陳
情
書
」

は
12
月
定
例
会
で
継
続
審
査
と

な
っ
て
お
り
、
休
会
中
の
２
月

５
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
本

会
期
中
の
委
員
会
に
て
も
引
き

続
き
審
査
を
し
、
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

強
化
す
る
べ
き
だ
、
ま
た
米
し

か
作
れ
な
い
地
域
を
考
慮
し
た

農
業
振
興
策
を
講
じ
る
べ
き
だ

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

陳
情
第
４
号
「
寡
雪
に
よ
る

緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て
の
陳

情
」
の
審
査
に
つ
い
て
は
、
願

意
妥
当
だ
と
し
て
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

車いすタイプのストレッチャー車


